
○町の人口（7月１日現在）男15,218人  女15,447人  計30,665人（前月比－7）世帯数8,294世帯（前月比－3）�
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地
方
分
権
時
代
の�

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
事
業�

�

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
三
階
　
企
画
課
　
内
線
一
三
二
三�

�
　
市
町
村
合
併
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
事
業
は
、
土
浦
石
岡
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
を
構
成
す
る�

土
浦
市
・
石
岡
市
周
辺
市
町
村(

十
市
町
村)

の
う
ち
六
市
町
村
（
土
浦
市
・
石
岡
市
・
霞
ヶ
浦
町
・�

千
代
田
町
・
新
治
村
・
八
郷
町
）
の
参
加
に
よ
り
市
町
村
合
併
懇
話
会
を
設
立
し
、
合
併
を
想
定�

し
た
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。�

�

市
町
村
間
の
つ
な
が
り�

▽ 

通
学
圏�

○
土
浦
市
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
次
い
で
石
岡

　
市
と
な
っ
て
い
る
。�

▼
通
勤
圏�

○
事
業
所
が
集
中
す
る
土
浦
市
、
次
い
で
石
岡

　
市
、
工
業
系
の
事
業
所
が
多
い
千
代
田
町
へ

　
の
依
存
度
が
高
い
。�

▼
消
費
行
動
圏�

○
商
業
・
娯
楽
・
飲
食
施
設
の
集
中
す
る
土
浦

　
市
及
び
石
岡
市
へ
の
依
存
度
が
高
い
。�

○
霞
ヶ
浦
町
と
八
郷
町
は
、
大
規
模
小
売
店
舗

　
が
少
な
く
、
他
市
町
村
か
ら
の
流
入
も
少
な

　
い
。�

○
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
霞
ヶ
浦

　
町
や
八
郷
町
へ
の
流
出
も
多
少
見
ら
れ
る
。�

▼
医
療
行
動
圏�

○
医
療
施
設
が
集
中
す
る
土
浦
市
及
び
石
岡
市

へ
の
依
存
度
が
高
い�

昭和50年における通勤通学者の流出状況�
�

平成７年における通勤通学者の流出状況�

市
町
村
合
併�

�
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六
市
町
村
の
合
併
規
模�

�

人
口
‥
二
十
七
万
二
、四
五
四
人�

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
）�

　
　
　
　
水
戸
市
を
上
回
り
県
内
一
位�

面
積
‥
四
四
五
・
九
七
平
方
㌔
㍍�

　
　
　
　
大
子
町
、水
戸
市
を
上
回
り
県
内
一
位�

�

地
域
の
特
性�

�

▼
二
つ
の
都
市
核
を
持
つ
県
南
最
大
の
歴
史
文

　
化
都
市�

　
○
県
南
地
域
の
中
核
拠
点
と
し
て
の
土
浦
中

　
　
心
市
街
地�

　
○
歴
史
文
化
資
源
の
あ
ふ
れ
る
都
市
観
光
地

　
　
と
し
て
の
土
浦
と
石
岡�

▼
二
つ
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
を
持
つ
、
関
東
屈
指

　
の
自
然
型
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域�

　
○
軽
登
山
や
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と

　
　
し
て
の
筑
波
山
麓�

　
○
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
ボ
ー
ト
な
ど
レ
イ
ク
レ

　
　
ジ
ャ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
て
の
霞
ヶ
浦
湖
岸�

　
○
果
樹
園
や
蓮
田
な
ど
豊
か
な
自
然
の
恵
み

　
　
を
享
受
で
き
る
田
園
環
境�

▼
周
辺
に
新
た
な
広
域
交
通
が
整
備
さ
れ
る
地
域�

　
○
茨
城
県
及
び
首
都
圏
北
東
部
に
お
け
る
空

　
　
の
玄
関
口
と
な
る
百
里
飛
行
場�

　
○
茨
城
県
南
地
域
と
東
京
都
心
を
結
ぶ
つ
く

　
　
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

　
○
周
囲
を
取
り
巻
く
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動

　
　
車
道
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
、
北
関

　
　
東
自
動
車
道�

�

生活に関わる行政管轄区�

○石岡市を中心とした一部事務組合が多く、千代田町と八郷町は全て同じ事務組合に属している。�

○土浦市ではほとんどの事務事業を単独で行っている一方で、新治郡(新治村・霞ヶ浦町・千代田町・�

　　 八郷町)では共同処理が多い。�

土浦市 　　　　新治村          霞ヶ浦町        千代田町        八郷町       石岡市�
�

ごみ処理�

消防�

介護保険認定�

し尿処理�

火葬場�

老人福祉センター�

警察署�

税務署・県税事務所�

保健所�

福祉事務所�

公共職業安定所�

郵便番号（上３桁）�

�

単　独�

単　独�

単　独�

単　独�

単　独�

単　独�

�

筑南事務組合に委託　鹿行事務組合に委託　　　　　　　　　　　石岡地方斎場組合�

�

土浦警察署 　　　　　　　　　　　　　　　　石岡警察署�

�　　　　　　　　　　　　土浦税務署・土浦県税事務所�

　　　　　　　　　　　　　　　土浦保健所�

　　　　　　　　　　　　　 土浦地方福祉事務所�

　　ハローワーク土浦 　　　　　　　　　　　　　　ハローワーク石岡�

　　　　　３００ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３１５�

�

新治地方広域事務組合                         霞台更生施設組合�

新治地方広域事務組合                                 単　独�

新治地方広域事務組合                                  単　独�

                湖北環境衛生組合�

�

新治地方広域事務組合 　　　　　　　　　霞台更生施設組合�

�

市町村合併�
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市町村合併�

公共下水道の整備促進�

�

観光施設及び�

ネットワークの整備�

�

27万都市にふさわしい�

文化施設の建設�

�

児童館及び教育施設の格差�

是正と子育て支援の充実�

�

ケーススタディ事業の調査・研究による�

�まちづくりの構想�

地域の将来像�

�●歴史・文化・自然を活かした交流都市�

●都市と田園のコミュニティが調和する快適環境地域�

●広域交通を活かした新産業の集積地�

�

合併に伴う新たな地域づくりの方針�

�
地域の骨格構造の形成�

にかかる方針�

�

面整備・施設整備に�

かかる方針�

�

行政サービスの効率化�

にかかる方針�

�

重  点  事  業�

地域の交流と一体感の醸成�

を進める交通網整備�

�

朝日峠のトンネル化�

�

新産業の導入促進�

�

神立駅周辺の�

一体的整備促進�

�

電子自治体に対応した�

行政施設の整備�

�

高度情報化社会に対応した�

情報通信基盤の整備�

�

防災上の危機管理と見直し�

�

高齢化社会に対応した�

福祉対策の充実�

��

�



�����

●
報
告�

▽
平
成
十
三
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
予

　
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
　
　
　

▽
平
成
十
三
年
度
八
郷
町
下
水
道
事
業

　
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計

　
算
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
平
成
十
三
年
度
八
郷
町
下
水
道
事
業

　
特
別
会
計
予
算
事
故
繰
越
し
繰
越
計

　
算
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
財
団
法
人
八
郷
町
農
業
開
発
事
業
団

　
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
書
類
の

　
提
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
財
団
法
人
八
郷
町
農
業
文
化
事
業
団

　
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
書
類
の

　
提
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
八
郷
町
土
地
開
発
公
社
の
予
算
及
び

　
決
算
に
関
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

●
議
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
平
成
十
四
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　

▽
平
成
十
四
年
度
八
郷
町
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

▽
平
成
十
四
年
度
八
郷
町
老
人
保
健
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
　
　

▽
八
郷
町
公
害
防
止
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
八
郷
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

　
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の�

�����

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　
　
　

▽
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
　

▽
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の
変

　
更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　�八
郷
町
公
害
防
止
条
例
　
　
　
　
　�

目
的�

　
法
令
、
県
公
害
防
止
条
例
に
特
別
の

定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
害
を
防

止
し
町
民
の
健
康
で
快
適
な
生
活
を
確

保
し
、
自
然
及
び
生
活
環
境
の
保
全
を

図
り
、
町
民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
　
　�

概
要
　�

　
人
の
健
康
や
生
活
環
境
を
阻
害
す
る

物
質
を
排
出
・
発
生
・
処
分
す
る
工
場
又

は
事
業
場
は
「
許
可
事
業
場
」
と
し
、

設
置
に
か
か
る
事
前
協
議
・
事
業
計
画

の
公
開
・
説
明
会
等
の
開
催
を
義
務
づ

け
、設
置
に
は
町
長
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
許
可
を
受
け
な
い
で
設
置
し
て
い
る

者
等
に
は
操
業
停
止
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
工
場
・
事
業
場
に
設
置
さ
れ
る
施
設�

の
う
ち
、
汚
水
を
排
出
又
は
悪
臭
を
発�

生
さ
せ
る
も
の
は
「
特
定
施
設
」
と
し

て
設
置
の
届
出
を
義
務
づ
け
、
規
制
基

準
に
適
合
し
な
い
と
き
は
、
計
画
の
変

更
命
令
や
改
善
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
改
善
勧
告
に
応
じ
な
い
場
合

の
違
反
し
た
事
実
の
内
容
等
の
公
表
に

つ
い
て
も
定
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
さ
ら
に
、
事
業
者
と
の
間
に
公
害
防

止
協
定
を
締
結
し
報
告
を
求
め
る
こ
と

や
、
職
員
を
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
ら

せ
て
調
査
も
し
く
は
検
査
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
公
害
を
受
け
て
い
る
者
又

は
、
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
は
、
町

長
に
状
況
を
報
告
し
、
調
査
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
事
前
協

議
・
事
前
公
開
及
び
説
明
・
規
制
基
準

に
係
る
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
三
ヶ
月
を
越
え
な
い
範
囲
内
で
、

規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
　
　
　
　
　

○
契
約
の
目
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
三
年
度�

�

　
　
　
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
84
号

○
契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入
札
　
　

○
契
約
金
額
　
六
、八
七
七
万
五
千
円

○
契
約
相
手
　
水
戸
市
宮
町
　
　
　
　

　
　
東
鉄
工
業
㈱
水
戸
支
店
　
　
　
　

　
　
　
取
締
役
支
店
長
　
行
田
　
昌
夫�

⑸

　
平
成
十
四
年
第
二
回
八
郷
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月
十
一
日
に

招
集
さ
れ
十
九
日
ま
で
の
九
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
六
件
、
議
案
八
件
で
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
定
例
議
会�

一
般
会
計
補
正
予
算
・
公
害
防
止
条
例
の
制
定�

６月定例議会�
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
は
、
四
情
報
（
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
住
所
）
、
住
民
票
コ
ー
ド

と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
に
よ
り
全
国
共

通
の
本
人
確
認
を
可
能
と
す
る
地
方
公

共
団
体
共
同
の
シ
ス
テ
ム
で
、
電
子
政

府
・
電
子
自
治
体
を
実
現
す
る
た
め
の

基
盤
と
な
り
ま
す
。�

　
今
後
、
行
政
機
関
（
国
・
地
方
公
共

団
体
な
ど
）
で
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら

の
各
種
の
届
出
・
申
請
な
ど
の
際
に
、�

�������

提
出
を
お
願
い
し
て
い
た
住
民
票
の
写

し
の
代
わ
り
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
か
ら
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
な
ど
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。�

　
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情
報
を
正
確
・
迅
速

に
取
り
出
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

町
で
は
、
八
月
中
に
各
世
帯
ご
と
に
ハ

ガ
キ
で
通
知
す
る
予
定
で
す
。
　�

　
通
知
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
今

後
、
行
政
機
関
へ
の
届
出
・
申

請
の
際
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。�

注
）
行
政
機
関
が
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
時
期
は
、
申
請
・
届
出
の
種

類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
住
民
票
の
写
し
や
市
区

町
村
長
の
証
明
書
な
ど
は
不
要
と

な
っ
て
も
、
他
の
添
付
書
類
で
引

き
続
き
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
請
・
届
出
の
手
続

を
行
う
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

�

行
政
機
関
へ
申
請
・
届
出
を
行
う
際
、

住
民
票
の
写
し
の
添
付
の
省
略
が
可
能

と
な
り
ま
す
。�

　
申
請
・
届
出
を
行
う
場
合
に
、
多
く

の
手
続
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
求
め

ら
れ
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
か
ら
行
政
機
関
へ
本
人
確
認
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票
の

写
し
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
証
明
を
受

け
に
行
く
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
行
政
側
で
も
、
常
に
最
新
で

正
確
な
居
住
情
報
、
生
存
情
報
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
年
金

の
過
払
い
防
止
な
ど
、
公
平
で
効
率
的

な
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

「
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
」
の
基
盤

と
な
り
ま
す
。�

　
平
成
十
三
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た

「
ｅ -

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

重
点
計
画
」
な
ど

に
よ
り
、
住
民
等
が
行
う
行
政
機
関
へ

の
申
請
・
届
出
の
ほ
ぼ
全
て
を
平
成
十

五
年
度
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
は
、
常
に
最
新
で
正
確
な
本
人
確

認
情
報
を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
こ
れ
ら
申
請
・
届
出
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
不
可
欠
な�

基
盤
と
な
っ
て
き
ま
す
。�

���

住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
現
在
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
、

今
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
や
限
ら
れ
た

市
区
町
村
間
の
み
で
、
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

　
今
後
は
、
本
人
や
世
帯
の
住
民
票
の

写
し
の
交
付
が
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
全
国
ど
こ

の
市
区
町
村
で
も
可
能
と
な
り
ま
す
。�

注
）
こ
の
場
合
の
住
民
票
の
写
し
に
つ
い

て
は
、
戸
籍
筆
頭
者
の
氏
名
、
本
籍
地
の

記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

引
越
の
場
合
の
手
続
が
簡
略
化
さ
れ
ま

す
。�

　
他
の
市
区
町
村
へ
引
っ
越
す
場
合
に

は
、
現
在
、
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
へ

転
出
届
を
行
い
転
出
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
後
、
転
入
市
区
町
村
で
転
入
届

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
転
出
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、
転
入
市

区
町
村
で
必
要
な
住
民
票
情
報
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
転
送
さ
れ
ま
す
。�

注
）
一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出
届
を

郵
送
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
で
の
利
用
が
で
き
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
、
引
越
の
場
合
の
手
続
の
簡
略

化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。�

　
他
の
市
区
町
村
で
住
民
票
の
写
し
の

交
付
を
受
け
る
場
合
や
行
政
機
関
な
ど

に
申
請
・
届
出
を
行
う
場
合
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
り
確
実
な
本
人
確

認
が
で
き
る
た
め
、
迅
速
な
手
続
が
可�

能
と
な
り
ま
す
。�

写
真
付
を
希
望
し
た
場
合
は
証
明
書
と

し
て
活
用
で
き
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
写
真
付

と
、
写
真
な
し
の
二
種
類
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

写
真
付
は
、
個
人
の
証
明
書
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
。�

　�

⑹

��

・
平
成
十
四
年
八
月
五
日
以
降
、
個
人

ご
と
の
住
民
票
に
新
た
に
住
民
票
コ
ー

ド
が
記
載
さ
れ
ま
す
。�

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
か
ら
行
政
機
関
へ
提
供
す
る
本
人

確
認
情
報
は
、
法
律
に
よ
り
４
情
報

（
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
）、

住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報

に
限
定
さ
れ
、
ま
た
、
行
政
機
関
の
利

用
で
き
る
事
務
に
つ
い
て
も
、
法
律
で

具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

・
住
民
票
コ
ー
ド
を
民
間
が
使
用
す
る

こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。�

・
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
市
区
町
村
へ
申

し
出
る
こ
と
に
よ
り
変
更
で
き
ま
す
。�

住
民
票
コ
ー
ド
に
つ
い
て�

本
年
８
月
５
日
か
ら
ス
タ
ー�

ト
の
第
１
次
サ
ー
ビ
ス�

�

平
成
15
年
８
月
か
ら
ス
タ
ー�

ト
予
定
の
第
２
次
サ
ー
ビ
ス�

�

問い合わせ先　�
役場住民課　�
内線1110

8
月
5
日
ス
タ
ー
ト�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム�



⑺

◎補装具交付・修理制度　　　本人・家族の課税状況に応じて自己負担があります。�

　　身体障害者手帳の交付を受けている方の身体上の障害を補って、日常生活をしやすくするために、車椅子、装具、補

　聴器等の交付、修理を行っています。�

◎日常生活用具給付制度　　　本人・家族の課税状況に応じて自己負担があります。�

　　身体障害者手帳、療育手帳の交付を受けている方の日常生活をより容易にするために、ベット、マット、便器等の給

　付を行っています。�

◎重度障害者（児）住宅リフォーム助成制度　　　費用（80万円を限度）の3／4を助成します。�

　　障害の程度が1、２級の身体障害者手帳を有する方（下肢機能障害、体幹機能障害、３才以前の脳病変による移動機

　能障害のある方）または、療育手帳◯Ａの方の家庭生活を過ごしやすくするために、住宅の一部を改造する場合に費用の

　一部を助成いたします。�

◎重度心身障害者福祉タクシー利用料金助成事業　　　自動車税、軽自動車税の減免を受けていない者�

　　医療機関等に通院している障害の程度が１～３級の身体障害者手帳を有する方または、療育手帳◯Ａ、Ａの方のために、

　タクシー料金の初乗り運賃（年24回分）を助成いたします。�

◎ホームヘルパーの派遣事業　　　生計中心者の所得に応じて自己負担（一時間あたり０円～９５０円）があります。�

　　重度の身体障害、知的障害もしくは精神障害のため、日常生活を営むのに支障がある障害者の家庭にヘルパーが訪問

　して、日常生活のお世話や相談・助言を行います。�

◎障害者短期入所事業　　　自己負担：一日あたり1,550円～2,200円�

　　在宅の身体障害者もしくは知的障害者を介護している家庭において、介護者が疾病等の理由により、障害者の介護が

　一時的に困難になったとき施設でお世話いたします。�

◎運転免許取得費用補助制度　　　費用（15万円を限度）の2／3を補助します。�

　　障害の程度が１～４級の身体障害者手帳を有する方が、自動車運転免許を取得する場合、教習費用の一部を補助して

　います。�

◎自動車改造費用助成制度　　　費用10万円まで助成します。�

　　上肢、下肢または体幹機能障害で１、２級の身体障害手帳を有する方が、自分で運転する車を改造する場合、容易に

　するための改造費用の一部を助成しています。�

◎有料道路割引通行料金割引制度　　　利用料金の50％を割引します。�

　　身体障害者手帳を有する方が自ら運転する場合または、重度身体障害者及び療育手帳◯Ａ、Ａの方が乗車し介護者が運

　転する場合、割引証を交付しています。�

◎運賃の割引制度　　　各交通機関利用時に手帳を提示して下さい。�

　　身体障害者手帳もしくは知的障害者手帳を有する方が、鉄道、バス、航空機を利用する場合、運賃の割引が受けられ

　ます。�

◎所得税・住民税の控除　　　申告、年末調整等で手帳を提示して下さい。�

　　身体障害手帳、療育手帳もしくは精神障害福祉手帳を有する方本人が収入がある場合または、障害者を扶養している

　場合、税金の控除が受けられます。�

◎障害者福祉ワークス運営事業（福祉作業所）　　利用料：無料（昼食、行事等の参加費は自己負担）�

　　就労が困難な在宅の知的障害者もしくは身体障害者が、作業所へ通所し日常生活に必要な社会の生活訓練や作業訓練

　を継続的に行っています。�

■問い合わせ先　役場福祉課　内線1145

八郷町の福祉サービス③�
今月号は、福祉サービスの生活支援事業についての内容を紹介します。�

�

障害者福祉サービス�
�
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こ
の
ほ
ど
第
十
五
期
町
政
モ
ニ
タ
ー

が
決
ま
り
、
六
月
二
十
日
、
八
郷
町
役�

場
会
議
室
に
お
い
て
二
十
五
名
の
モ
ニ

タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。�

　
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
は
、
モ
ニ
タ

ー
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る
自

由
で
斬
新
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い

く
制
度
で
、
任
期
は
委
嘱
さ
れ
た
日
か

ら
来
年
の
三
月
末
ま
で
で
す
。�

�����������

����������

　
第
一
回
会
議
で
は
、
委
嘱
状
の
交
付�

に
続
き
、
町
長
か
ら
現
在
進
め
て
い
る

施
策
や
市
町
村
合
併
の
方
向
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
の
み

な
さ
ん
か
ら
は
、
さ
っ
そ
く
道
路
や
教

育
施
設
の
整
備
、
町
村
合
併
に
対
し
て

の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
、
研
修
会
議
や
施
設
見
学
な
ど

を
実
施
し
、
町
政
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
モ
ニ

タ
ー
通
信
を
通
し
て
ご
意
見
な
ど
を
随

時
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。�

��

　
ま
ち
づ
く
り
出
前
懇
談
会
は
、
町
長

を
は
じ
め
、
関
係
職
員
が
み
な
さ
ん
の

地
域
に
出
向
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
膝
を
突
き
合
わ
せ
た
懇
談
を
行
う
も

の
で
す
。�

　
こ
の
懇
談
会
は
、
み
な
さ
ん
が
テ
ー

マ
を
決
め
、
地
域
や
グ
ル
ー
プ
で
行
う

も
の
で
す
の
で
、
質
問
や
意
見
を
率
直

に
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
六
月
二
十
三
日
に
は
柿
岡
地
区
の
区

長
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
区
長
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
医
療
や

介
護
保
険
、
道
路
や
下
水
道
整
備
な
ど

身
近
な
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
や
希
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
懇
談
会
は
日
程
を
調
整
し
、
随
時
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。�

�����������������

　
み
な
さ
ん
の
身
近
な
問
題
や
町
政
、

役
場
の
業
務
な
ど
に
対
し
て
、
「
役
場

に
行
っ
て
ま
で
は
…
…
」、「
電
話
で
は

話
せ
な
い
…
…
」
な
ど
と
い
う
方
は
、

町
長
へ
の
た
よ
り
で
そ
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
け
付
け
も
行
っ

て
い
ま
す
。�

���������������������

　
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
対
話

を
重
ね
、
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
考
え

る
機
会
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
対
話
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
対
話
教
室
は
年
二
回
開
催
い
た
し
ま

す
が
、
第
一
回
目
は
「
整
備
が
進
む
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
町
内

外
の
道
路
施
設
等
を
見
学
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
バ
ス
の
中
や
昼
食
を
と
り�

な
が
ら
、
町
長
と
話
し
合
う
時
間
を
設

け
ま
す
。�

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。�

������������������

期
日
　
平
成
十
四
年
九
月
十
日(

火)�

募
集
人
員
　
町
内
在
住
の
方
三
十
人�

視
察
コ
ー
ス
（
予
定
）�

　
国
道
三
五
五
バ
イ
パ
ス
・
北
関
東
自

動
車
道
笠
間
Ｉ
Ｃ
予
定
地
・
上
曽
峠
ト

ン
ネ
ル
予
定
地
ほ
か
（
詳
し
く
は
後
日

参
加
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
）
。�

締
切
　
平
成
十
四
年
八
月
二
十
三
日（
金
）

�

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。�

���

⑻

広
聴
事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ�

せ
・
申
込
先
　
役
場
秘
書
広
聴
課�

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
―
一
一
一
一
　
内�

線
一
三
四
一
・
一
三
四
二
）�

�

－ＦＡＸ番号－　43－6732�
�
－Ｅメールアドレス－�
yasato＠po.net-ibaraki.ne.jp�
�

「ご意見およびご要望など」�

住所�

氏名�

職業�

年齢�

八
郷
町
大
字
柿
岡
五
六
八
〇�

　
　
　
　
　
　
　
　
番
地
の
一�

八
郷
町
役
場
　
秘
書
広
聴
課�

　
　
「
町
長
へ
の
た
よ
り
」
係�

　
町
で
は
、
町
が
進
め
る
事
業
や
施
策
な
ど
に
み
な
さ
ん
の
声
を
反
映
さ�

せ
る
た
め
、
ご
意
見
、
ご
提
案
を
聴
く
様
々
な
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。�

こ
れ
ら
を
広
聴
事
業
と
言
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
ご�

紹
介
し
ま
す
。�

　
様
々
な
機
会
を
通
じ
、
み
な
さ
ん
の
率
直
な
声
、
身
近
な
話
題
な
ど
お�

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

―
官
製
ハ
ガ
キ
の
記
載
例
―�

み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に�

ま
ち
づ
く
り
対
話
教
室�

に
ご
参
加
く
だ
さ
い�

�
町
長
へ
の
た
よ
り�

ま
ち
づ
く
り
出
前
懇
談
会�
�

町政モニター町政モニター�町政モニター�

まちづくり出前懇談会まちづくり出前懇談会�まちづくり出前懇談会�

（おもて）� （うら）�

町
政
モ
ニ
タ
ー�
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�
�◆

花
が
咲
か
な
い
の
は
な
ぜ
？
　

　
原
因
は
二
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

つ
は
、
花
が
咲
き
に
く
い
種
類
で
あ

る
こ
と
。
観
葉
植
物
と
し
て
出
回
っ

て
い
る
花
月
は
、
あ
る
程
度
の
大
株

に
な
ら
な
い
と
花
が
咲
き
ま
せ
ん
。

二
つ
め
は
管
理
が
適
切
で
な
い
と
い

う
こ
と
。
い
く
ら
花
が
咲
き
や
す
い

種
類
で
あ
っ
て
も
、
管
理
が
悪
け
れ

ば
花
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

◆
花
を
咲
か
せ
る
に
は
？
　
　
　

　
日
光
、
夏
の
水
や
り
、
施
肥
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
　
　

　
春
か
ら
秋
ま
で
は
屋
外
で
日
光
に

十
分
当
て
、
雨
が
続
く
時
は
軒
下
に

取
り
込
み
ま
す
。
冬
は
屋
内
の
日
当

た
り
の
よ
い
窓
辺
で
、
な
る
べ
く
日�

�������������

光
に
当
て
て
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
　

　
水
や
り
は
、
四
〜
七
月
の
間
は
鉢

土
の
表
面
が
乾
い
て
か
ら
与
え
ま

す
。�

　
肥
料
は
四
〜
七
月
の
伸
長
期

に
、
油
粕
玉
を
六
号
鉢
で
三
個
位
、

一
ヵ
月
毎
に
与
え
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
植
え
替
え
は
？
　
　
　
　
　
　

　
意
外
と
咲
か
な
い
原
因
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
根
詰
ま
り
や
根
腐
れ
で

す
。
四
号
鉢
ま
で
は
毎
年
、
五
号
鉢

以
上
は
二
年
に
一
回
は
植
え
替
え
ま

し
ょ
う
。
四
月
頃
が
適
期
で
、
素
焼

鉢
に
赤
玉
土
六
・
軽
石
二
・
腐
葉
土

二
の
用
土
を
使
い
ま
す
。
古
土
を
全

部
落
と
し
、
根
を
半
分
程
度
切
り
詰

め
て
植
え
替
え
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
園
芸
課
　
斉
藤
益
実�

花と緑の楽園�

茨城県�

政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。�
　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは法律で�

禁止されています。違反すると罰せられます。また、有権�

者が寄附を求めることも禁止されています。�

　
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙
を�

実
現
し
ま
し
ょ
う
。�

贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、�

受
け
取
ら
な
い�

金のなる木に�

　　 花を咲かす�

　
南
ア
フ
リ
カ
原
産
、
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科
の
多
肉
植
物
。�

現
在
で
は
花
着
き
の
良
い
華
花
月
が
中
心
に
出
回
っ
て
い�

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

病気見舞い� お祭りへの寄附や差入�地域の運動会やスポーツ�
大会への飲食物の差入�

秘書等が代理で出席�
する場合の結婚祝�

秘書等が代理で出席す�
る場合の葬式の香典� 葬式の花輪、供花� 落成式、開店祝の花輪�

町内会の集会や旅行などの�
催物への寸志や飲食物の差入�

入学祝・卒業祝�

お中元やお歳暮�

みんなですすめよう「三ない運動」�

贈らない！� 求めない！� 受け取らない！�

政治家
は有権者に寄附を 有権

者は政治家に寄附を
政治
家から有権

者への寄附は



���
家
庭
の
教
育
力
低
下
の
背
景
と
課
題�

�

家
庭
教
育
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
そ
の
２
〜�

Ⅲ
　
子
ど
も
の
長
所
と
短
所
は
？�

設
問
　
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
長
所
と

短
所
を
選
ん
で
下
さ
い
。（
複
数
回
答
）

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｃ
中
学
校
の
例
）�

�����������������������

●
長
所
に
つ
い
て�

　
全
国
平
均
と
八
郷
町
は
ほ
ぼ
同
様
の

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。�

　
第
一
位
「
最
新
の
技
術
に
関
心
が
あ

る
」
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
・
パ
ソ
コ
ン
・

携
帯
電
話
な
ど
の
影
響
を
表
し
て
い
る

よ
う
で
す
。�

　
「
親
・
兄
弟
・
友
人
を
大
切
に
す
る
」

が
第
九
位
と
最
下
位
を
示
し
て
い
る
の

は
、
少
子
高
齢
社
会
の
中
で
の
家
庭
教

育
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。�

　
八
郷
町
に
は
、
二
十
五
年
以
上
継
続

し
て
い
る
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
一
層
オ
ア
シ
ス
運

動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

●
短
所
に
つ
い
て�

　
特
に
、
八
郷
町
の
第
一
位
〜
第
三
位

「
忍
耐
力
・
持
久
力
が
弱
い
」
「
我
慢

す
る
気
が
な
い
」
「
自
己
中
心
的
で
あ

る
」
を
合
わ
せ
る
と
五
〇
％
を
超
え
、

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ

と
は
危
惧
さ
れ
る
点
で
す
。�

　
こ
れ
に
は
、
家
庭
教
育
・
学
校
教
育

と
も
に
「
過
保
護
に
な
ら
な
い
」
具
体

策
の
実
践
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。�

　
幸
い
、
第
十
位
の
「
礼
儀
作
法
」

は
、
継
続
し
て
い
る
オ
ア
シ
ス
運
動
の

効
果
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。�

Ⅳ
　
教
育
力
回
復
へ
の
期
待
は
？�

設
問
　
家
庭
の
教
育
力
回
復
の
た
め
ど

こ
が
適
当
と
思
い
ま
す
か
。（
複
数
回
答
）�

                       

（
Ｄ
小
学
校
の
例
）�

��������������

親
は
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
身
近
な
と

こ
ろ
へ
の
期
待
が
高
い
し
、
昨
年
発
足

し
た
「
町
民
の
会
」
へ
の
期
待
も
同
様

な
の
で
、
関
係
機
関
の
積
極
的
な
活
動

が
望
ま
れ
ま
す
。�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
　
　
社
会
教
育
指
導
員
　
佐
藤
信
夫�

���

教
育
は

今
　
④�

�

″�″�

⑽

�

�������

　
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
言
葉
を
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
耳
に
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
争

や
災
害
、
大
事
故
、
犯
罪
被
害
な
ど

の
、
大
多
数
の
人
に
と
っ
て
極
め
て

破
壊
的
か
つ
衝
撃
的
な
出
来
事
が
ス

ト
レ
ス
と
な
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ

る
、
特
徴
的
な
精
神
症
状
を
呈
す
る

精
神
科
の
病
気
の
略
称
で
、
正
式
に

は P
o
st  T

ra
u
m
a
tic
  S
tre
s
s 

D
is
o
rd
e
r

（
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
）
と
い
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は

異
常
な
状
況
へ
の
正
常
な
反
応
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病

気
は
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
日

本
で
は
一
九
九
五
年
の
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
や
神
戸
大
震
災
の
後
に
注
目

を
あ
び
は
じ
め
ま
し
た
。�

　
症
状
と
し
て
は
、
①
そ
の
人
自
身

が
体
験
し
た
破
壊
的
な
出
来
事
を
思

い
出
そ
う
と
し
て
い
な
い
の
に
強
烈

に
思
い
出
す
②
出
来
事
を
思
い
出
す

と
動
悸
が
し
た
り
胸
が
苦
し
く
な
っ

た
り
、
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
る
③

そ
の
出
来
事
を
考
え
る
こ
と
や
出
来�

�������

事
を
思
い
出
さ
せ
る
事
柄
を
さ
け
る
④

そ
の
出
来
事
の
重
要
な
部
分
が
思
い
出

せ
な
い
⑤
楽
し
み
や
悲
し
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
感
情
が
わ
き
に
く
く
な
る
⑥
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
驚
き
や
す
い
⑦
怒

り
や
爆
発
し
た
り
い
ら
い
ら
し
や
す
い

な
ど
で
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
症
状
に
加

え
て
抑
う
つ
症
状
が
合
併
す
る
こ
と
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
時
間
と
と
も
に
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
自
然
に
軽
快
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
中
に
は
長
期
間
症
状
が
持

続
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

症
状
は
、
出
来
事
を
体
験
し
た
人
自
身

に
と
っ
て
も
そ
れ
を
症
状
と
し
て
自
覚

す
る
こ
と
や
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
ま
た
周
囲
の
人
か
ら
も
気
付
か

れ
に
く
い
た
め
、
見
過
ご
さ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
災
害
、
大
事
故
、
犯
罪
被
害
な
ど
を

体
験
し
た
後
に
精
神
的
不
調
が
あ
る
場

合
、
あ
る
い
は
身
近
に
そ
の
よ
う
な
方

が
い
る
場
合
に
は
、
早
め
に
保
健
所
や

医
療
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。�

盛況だった柿岡中の家庭教育学級（6/14）�
今後の活動も大いに期待されます。�
�

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ�

 

（
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）�

�

豊
後
荘
病
院
　�

　
　
精
神
科
　
浅
川
　
千
秋
　
医
師�

家事手伝いをしない�

自己主張が強い�

創造的考え方が少ない�

忍耐力・持久力が弱い�

物を大切にしない�

好き嫌いが多い�

我慢する気がない�

整理整頓ができない�

礼儀作法を知らない�

自己中心である�

その他�

自分の考えを堂々と主張する�

広い知識を持っている�

身長・体重が伸びている�

親・兄弟・友達を大切にする�

自由性がある�

金銭感覚が強い�

最新の技術に関心がある�

ものおじしない�

行動力がある�

その他�

0％� 10％� 20％� 30％� 40％�

地域の町民の会�

教育委員会�

マスメディアの教育情報�

学校�

地域のＰＴＡ�

子供会育成会�

その他�

0％� 5％� 10％� 0％� 10％� 20％� 30％� 40％�15％� 20％� 25％�

  親の求める家庭の教育力回復への期待�

親から見た現代の子どもたちの短所� 親から見た現代の子どもたちの長所�

全　国�

八郷町�

全　国�

八郷町�

全　国�

八郷町�

2.92.9％�2.9％�

7.47.4％�

8.38.3％�

5.15.1％�

21.321.3％�

3.43.4％�

12.712.7％�

16.116.1％�

5.95.9％�

15.215.2％�

1.71.7％�

7.4％�

8.3％�

5.1％�

21.3％�

3.4％�

12.7％�

16.1％�

5.9％�

15.2％�

1.7％�

14.714.7％�

5.45.4％�

10.510.5％�

2.52.5％�

3.23.2％�

13.213.2％�

30.930.9％�

8.98.9％�

9.39.3％�

1.71.7％�

14.7％�

5.4％�

10.5％�

2.5％�

3.2％�

13.2％�

30.9％�

8.9％�

9.3％�

1.7％�

16.416.4％�

10.510.5％�

13.213.2％�

23.823.8％�

19.619.6％�

9.19.1％�

7.47.4％�

16.4％�

10.5％�

13.2％�

23.8％�

19.6％�

9.1％�

7.4％�
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平
成
13
年
８
月
１
日
生
ま
れ�

父
　
寛
明
さ
ん
　
母
　
由
美
さ
ん�

　
家
族
か
ら
の
一
言�

　
元
気
な
女
の
子
で
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
、
保
育
所
か
ら
帰
っ
て
く

る
な
り
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
少
し
ず
つ
歩
く
練

習
も
始
め
ま
し
た
。
健
康
で
心
の
優
し

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。� 柿   

岡 �

  

関
　   

祐 

菜
ち
ゃ
ん�

�

八
郷
の
歴
史�

（16）�

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル�

食生活改善推進員　田中文枝（小屋）

（ヘルスメイト）

【材料】（4人分）�

●いか　2ハイ　●トマト　2コ�

●たまねぎ　1/2コ　●マリネ液　●レモン汁

レモン１コ分　●塩　小さじ1/2　●カレー粉

小さじ1/2　●こしょう　少々　●パセリ1本

●バジル（生）大さじ1　●オリーブ油　小さ

じ1～3�

【作り方】�

①いかは胴から足をワタごと引き抜きワタを除

いて胴の中をきれいにする。（いかは丸ごとゆで

ると堅くなりません）。②鍋に深さの半分ほど湯

を沸かし①のいかを入れてゆで、いかの色が変

わったら引き上げる。冷めたらエンペラを上に、

輪になった方を下にしてざるの上に立てて水気

を切り、1㎝幅の輪切りにする。足も食べやす

い大きさに切る。③トマトは2㎝の角切りにた

まねぎは薄切りする。たまねぎは食べてみて辛

いようなら水に5分間さらし、水気を切ってお

く。④マリネ液の材料を順に混ぜ合わせ、いか、

トマト、たまねぎをあえる。�

���
　
明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）
、
茨
城
県
は
「
郡

市
町
村
是
調
査
標
準
」
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
各
郡
市
町
村
で
は
、
「
郡
是
」
「
町
是
」
「
村

是
」
の
調
査
・
策
定
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

村
是
と
は
町
村
が
「
将
来
依
て
以
て
立
つ
可
き
基

礎
」
＝
将
来
の
方
針
の
こ
と
で
す
。
こ
の
背
景
に

は
、
日
露
戦
争
後
、
過
重
な
税
負
担
や
商
品
経
済

の
浸
透
な
ど
に
よ
っ
て
旧
来
の
農
村
秩
序
が
大
き

く
動
揺
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
そ
の
秩
序
を
再
編

し
よ
う
と
し
た
、
内
務
省
指
導
に
よ
る
地
方
改
良

運
動
の
展
開
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
運
動
へ
の
と
り
く
み
は
、
明
治
四
十
一
年

の
戊
申
詔
書
の
発
布
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
日

露
戦
争
後
の
国
民
に
向
っ
て
節
倹
勤
労
、
風
紀
改

善
、
親
睦
協
和
な
ど
の
心
構
え
を
諭
し
た
も
の
で
、�

���

こ
の
詔
書
発
布
以
後
、
全
国
に
わ
た
っ
て
納
税

完
遂
・
勤
倹
貯
蓄
・
町
村
基
本
財
産
造
成
・
農

事
改
良
・
風
紀
改
善
な
ど
を
目
的
と
す
る
地
方

改
良
運
動
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

　
茨
城
県
の
町
村
是
策
定
事
業
は
明
治
四
十
一

年
十
月
、
報
徳
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
た
坂
仲

輔
が
茨
城
県
知
事
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

本
格
化
し
ま
す
。坂
知
事
は
赴
任
後
ま
も
な
く
、

「
郡
市
町
村
是
調
査
標
準
」
を
布
達
、
町
村
是
、

郡
是
、
県
是
の
策
定
を
中
心
と
す
る
地
方
改
良

運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
た
。
も
と
も
と

「
町
村
是
」
の
政
策
は
、
明
治
十
七
年
に
『
興

業
意
見
』
を
編
纂
し
て
明
治
政
府
の
殖
産
興
業

政
策
理
論
的
裏
づ
け
を
は
か
り
、
「
布
衣
の
農

相
」
と
い
わ
れ
た
前
田
正
名
が
提
唱
し
た
も
の

で
し
た
。
前
田
は
「
本
調
査
の
目
的
は
、
町
村

の
将
来
拠
て
以
て
立
つ
可
き
基
礎
（
即
ち
町
村

是
）
を
確
立
せ
む
と
す
る
に
あ
れ
ば
、
従
来
の

統
計
年
表
等
に
依
ら
ず
、
総
て
町
村
各
戸
の
現

実
を
根
拠
と
し
、正
確
詳
細
な
る
調
査
を
遂
げ
、

力
め
て
遺
漏
誤
謬
な
き
を
期
す
べ
し
」
（
明
治

三
十
四
年
町
村
是
調
査
標
準
）
と
し
て
、
本
格

的
な
調
査
の
重
要
性
を
強
調
、
単
な
る
現
況
調

査
だ
け
で
な
く
、
そ
の
原
因
、
沿
革
の
調
査
も

重
視
し
て
、
そ
の
う
え
で
初
め
て
将
来
の
方
針

を
樹
立
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
の
で
す
。�

　
八
郷
町
域
旧
八
町
村
で
は
、
明
治
四
十
二
年

末
か
ら
四
十
三
年
に
か
け
て
調
査
に
着
手
、
い

ず
れ
も
明
治
末
（
大
正
初
）
年
ま
で
に
町
村
是

設
定
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
「
大
正
四
年
七
月

調
町
村
是
設
定
町
村
名
竝
其
ノ
設
定
年
月
日
」

（
大
正
四
年
八
月
十
六
日
「
茨
城
県
報
」
三
一

一
号
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
設
定
年
月
日
は�

　
園
部
村
　
明
治
四
十
四
年
三
月
十
五
日�

　
林
村
　
　
明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
五
日�

　
瓦
会
村
　
明
治
四
十
四
年
十
二
月
二
十
日�

　
小
幡
村
　
明
治
四
十
四
年
十
二
月�

　
小
桜
村
　
明
治
四
十
五
年
三
月
十
日�

　
葦
穂
村
　
明
治
四
十
五
年
四
月
十
五
日�

　
柿
岡
町
　
大
正
元
年
八
月
十
五
日�

　
恋
瀬
村
　
大
正
元
年
十
二
月
十
日�

と
記
録
さ
れ
ま
す
。
た
だ
瓦
会
・
小
幡
・
葦

穂
・
柿
岡
・
恋
瀬
各
町
村
の
「
町
村
是
」
は
現

在
実
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
策
定
さ

れ
た
町
村
是
は
実
態
調
査
で
あ
る「
現
況
之
部
」

と
「
改
良
意
見
」
ま
た
は
「
将
来
之
部
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
が
、
と
く
に
実
態
調
査
の
部
分
は

当
時
の
町
村
の
状
況
を
数
量
的
に
把
握
で
き
る

極
め
て
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
町
史
編
さ
ん
専
門
員
・
近
現
代
　
桜
井
　
明

　�

町
　
村
　
是�

わ
た
し
の
手
料
理�

い
か
の
ト
マ
ト
マ
リ
ネ�

ゆ
う
　

な�



⑿

�

　
　
　
市
部
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
さ�

　
　
　
か
我
が
家
の
近
辺
に
ま
で
と
思
う
ほ

ど
、
カ
ラ
ス
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
大
空
を
我
が
物
顔
に
舞
い
、
ご
み

を
あ
さ
る
姿
は
ど
う
し
て
も
無
気
味
で
す
。

低
空
飛
行
の
時
は
目
が
合
わ
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
際
限
な
く
増

え
続
け
て
い
く
と
、
八
郷
町
の
住
民
数
よ
り

多
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
。    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名�

　
　
　
報
や
さ
と
五
月
号
の
習
字
コ
ー

　
　
　
ナ
ー
で
、
小
学
四
年
生
の
雨
貝
美
奈

さ
ん
の
作
品
を
拝
見
し
た
の
で
す
が
、
一
字

一
字
お
手
本
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
何
度
も

書
か
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
て
、
迫
力
が
伝

わ
る
素
晴
ら
し
い
書
体
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
現
代
は
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
ボ
ー

イ
が
流
行
し
、
習
い
事
と
言
っ
て
も
、
学
習

塾
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
こ

う
し
た
心
を
静
め
て
集
中
で
き
る
書
道
を
子

ど
も
た
ち
の
間
で
も
っ
と
広
め
ら
れ
た
ら
素

晴
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
川
又
　
滑
川
　
悦
子
（
　
）  

　
　
　
め
て
お
便
り
し
ま
す
。
先
日
、
外
出�

　
　
　
か
ら
戻
っ
て
き
ま
し
た
ら
広
報
や
さ

と
五
月
号
が
届
い
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
送

っ
て
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
「
ど
う
し

て
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
を

見
て
合
点
が
い
き
ま
し
た
。
ゆ
り
の
郷
の
優

待
券
を
わ
ざ
わ
ざ
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
ね
。
昨
年
、
自
分
た
ち
の
家
を
親
と
同
じ

敷
地
内
に
建
て
た
の
で
す
が
、
番
地
が
元
の

番
地
と
少
し
違
っ
て
し
ま
い
親
と
別
世
帯
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
れ
と
久
し
ぶ
り
に
読
ん
だ
広
報
や

さ
と
、
結
構
中
身
が
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。

歯
の
衛
生
週
間
の
記
事
を
見
て
、
私
の
十
九

歳
に
な
る
娘
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
娘
は

歯
科
衛
生
士
に
な
る
た
め
に
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
。
今
は
実
習
で
小
学
生
に
歯
み
が
き

の
指
導
な
ど
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
変

な
仕
事
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
宇
治
会
　
永
瀬
　
富
江（  

）�

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
広
報
や
さ
と
の
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係�

わ
た
し
も
一
言�

　
評
　
　
玄
潮
会
理
事
　
　
森
　
浩
亭�

習
字
コ
ー
ナ
ー�

　
力
強
く
ご
う
か
い
に
書
け
ま
し
た
。

気
持
ち
よ
い
作
品
で
す
。�

　
安
定
し
た
書
き
方
で
堂
々
と
し
た
作

品
で
す
。�

柿
岡
小
二
年
　
ひ
ろ
せ
　
ゆ
　
み�

林
小
六
年
　
鈴
　
木
　
絢
　
乃�

♣

44

41

都�広�

初�

Ｐ．Ｎ　焼火　魚�

�
下青柳　菅谷なるみ�

Ｐ．Ｎ　☆しのぐ☆�
月岡　萩原　志づ�

Ｐ.Ｎ　ＳＫＹ.
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①市町村合併ケーススタディ事業で

の調査・研究で、６市町村の合併後

の面積はどのくらいなりましたか？�

Ａ－445・97㎢　Ｂ－272・45㎢

Ｃ－254・92㎢�

②平成14年第２回八郷町議会定例会

が開催されたのは何月何日？�

Ａ－７月12日　Ｂ－７月１日　�

Ｃ－６月11日�

③本年８月５日にスタートする住民

基本台帳ネットワークシステムでは

何を行政機関に提供できますか？�

Ａ－本人所得情報　Ｂ－本人確認情

報　Ｃ－本人本籍地情報�

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ172と書き、�

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」�

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。�

☆締切日　平成14年８月20日�

　　　　　（当日消印有効）�

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡

　　5680－1八郷町役場秘書広聴課�

☆当選者の発表　本紙９月号�

［広報クイズ170の当選者の発表］�

　正解は①－Ｂ、②－Ｃ、③－Ｂで

した。応募総数42通、正解39通の

中から次の10人が当選しました。�

奥村友紀（山崎）小原とく（片野）

郡司千亜希（瓦谷）小松崎菜摘（弓

弦）鈴木沙有理（柿岡）高橋里美

（柿岡）友部奈津美（太田）仁平洋

子（小幡）藤原八重（山崎）吉田由

香理（柿岡）　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　［敬称略］�

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�

やさと文芸�

�

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選  �
�������

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選  �
����

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  �
�

広報ク
イズ  

172

　
昭
和
五
十
八
年
の
両
桁
・
山
寺
の
万�

灯
祭
。
子
ど
も
た
ち
が
「
ま
ん
ど
う
、�

ま
ん
ど
う
」
と
大
き
な
声
で
太
鼓
に
合�

わ
せ
て
は
や
し
な
が
ら
家
々
を
回
り
、�

お
札
を
配
っ
て
歩
き
ま
し
た
。
現
在
も�

続
い
て
い
る
祭
り
で
す
。�

新
緑
の
校
庭
に
映
ゆ
る
山
藤
の
花
房
見
上
げ
歩
み
弛
め
ぬ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子�

種
と
苗
贈
り
て
嬉
し
八
郷
高
総
体
へ
の
汗
流
し
て
ゐ
た
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
成
井
　
　
長
谷
川
　
政
　
雄�

軽
井
沢
若
葉
の
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
八
郷
全
員
無
事
帰
着
せ
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　
　
萩
　
原
　
照
　
子�

��

夕
立
の
去
り
た
る
縁
に
寛
げ
る
　
　
　
　
　
小
　
幡
　
　
鬼
　
沢
　
與
　
王�

五
月
雨
や
夜
半
に
目
覚
め
て
茶
碗
酒
　
　
　
小
　
倉
　
　
水
　
野
　
浮
　
葉�

か
た
つ
む
り
葉
っ
ぱ
の
上
で
ひ
る
ね
か
な
　
小
幡
小
四
年
　
小
林
　
真
梨
子�

��

嫁
し
て
三
年
手
ほ
ど
き
受
け
て
舌
が
覚
え
た
隠
し
味�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
鈴
　
木
　
千
代
子�

折
れ
る
所
は
互
い
に
折
れ
て
円
い
日
送
る
喜
寿
の
坂�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
額
　
賀
　
力
　
江�

地
粉
手
打
ち
の
生
蕎
麦
の
味
を
お
裾
分
け
す
る
垣
隣
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
大
　
山
　
恒
　
泉�

ゆ
る�

よ
　
わ�

下林　氏家　覓

吉生　菊地紘美 Ｐ.Ｎ　M i o
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��

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

八
郷
町
に
金
盃
、
大
日
本
帝
国
債
券
、

国
民
手
帳
、
軍
人
手
帳
　
　
各
一�

風
景
写
真
・
額
　
　
　
　
　
二
台�

　
　
　
　
　
　
細
野
富
子
（
小
幡
）�

�

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
七
月
号
二
ペ
ー

ジ
区
長
連
合
会
役
員
岩
田
定
治（
小
桜
）

と
三
ペ
ー
ジ
小
桜
地
区
の
岩
田
定
治

（
半
田
中
部
）
は
岩
田
定
次
の
誤
り
で

す
。
ま
た
、
三
ペ
ー
ジ
柿
岡
地
区
の
刈

部
一
太
郎
（
八
重
）
は
苅
部
一
太
郎
の

誤
り
で
す
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。�

�

　�募
集
し
ま
す�

　
広
報
や
さ
と
で
は
「
わ
が
家
の
ア
イ

ド
ル
」
に
出
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
一
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子

さ
ん
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
推
薦
も

大
歓
迎
で
す
。�

　
八
郷
町
役
場
　
秘
書
広
聴
課
　
広
報

係
（
内
線
一
三
四
三
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。�

　
ま
た
、「
や
さ
と
文
芸
」、
「
習
字
コ

ー
ナ
ー
」
へ
の
投
稿
者
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と�

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の�

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い�

�（
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
）

��

�

八
郷
高
校
生
の
力
作
展
示
さ
れ
る�

　
県
立
八
郷
高
等
学
校
の
文
化
展
示
会
が
八
郷

町
商
工
会
の
展
示
室
で
六
月
十
二
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
高
校
に
よ
る
校
外
で
の
美
術
展
示
会
は
今

回
が
初
め
て
で
、
美
術
を
選
択
す
る
三
年
生
の

作
品
の
ほ
か
に
ア
ニ
メ
部
の
生
徒
や
美
術
部
Ｏ

Ｂ
、
教
員
の
み
な
さ
ん
の
作
品
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
華
道
部
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
も
同
時
展
示
さ
れ
、
観
る
人
の
目
を

和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
同
高
校
で
は
秋
に
も
展
示
会
を
行
う
予
定
で

す
。�

　
知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
五
月
十
九
日
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
一
日

体
験
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
同
会
は
上
曽
に
あ
る
エ
ア
パ
ー
ク
Ｃ
ｏ
ｏ
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
二
回
目
に
な
り
ま
す
。
当

日
は
五
家
族
十
七
人
が
参
加
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
空
中
遊
泳
に

挑
戦
。
初
め
は
緊
張
し
た
表
情
だ
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
一
度
飛
べ
る
と
に
っ
こ
り
笑
顔
に
。
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
高
橋
ひ
ろ
子
さ
ん
は
「
み

な
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
形
で
地
元
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。�

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
沿
道
を
き
れ
い
に�

　
七
月
七
日
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
ふ
る
さ
と

す
て
き
旅
案
内
人
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ご
み
拾
い

が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
前
の
沿
道
を
中
心
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
石
岡
・
八
郷
地
区
の
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
提
案
か
ら
同
案
内
人
の
賛
同

を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
合
わ
せ
て
十
三
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
代
表
の

太
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
各
店
舗
や
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。�

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
大
空
を
遊
泳�



⒂

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
熱
戦
を
展
開�

　
教
育
委
員
会
主
催
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
七
月
七
日
、
総
合
運
動
公
園
体
育
館
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
今
年
で
三

回
目
を
迎
え
、
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
会
に
は
二
十
三

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
男
女
混
合
チ
ー
ム
】
▽
優
勝
　
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｌ
▽

準
優
勝
　
ウ
イ
ナ
ー
ズ
▽
三
位
　
八
郷
ク
ラ
ブ

Ａ
【
女
子
チ
ー
ム
】
▽
優
勝
　
デ
ビ
ッ
ト
ベ
ッ

カ
ム
▽
準
優
勝
　
ラ
ッ
キ
ー
▽
三
位
　
Ｎ
Ｓ
Ｂ

ク
ラ
ブ
Ｃ�

���

　
六
月
十
五
日
、
親
子
水
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
が
林

小
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
子
ど
も
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
親
子
ど
う
し
の
ふ
れ
合
い
の
場
を
設
け

よ
う
と
、希
望
者
を
募
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
当
日
体
育
館
に
は
約
二
百
四
十
人
の
親
子
が

集
ま
り
、
宇
宙
開
発
事
業
団
に
勤
務
の
松
本
勇

さ
ん
（
浦
須
）
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ロ
ケ
ッ

ト
を
作
り
ま
し
た
。�

　
ロ
ケ
ッ
ト
は
一
・
五
㍑
の
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト�

���

ル
に
画
用
紙
で
作
っ
た
尾
翼
を
付
け
、
底
が
先

端
に
な
る
よ
う
に
形
を
作
り
ま
す
。
そ
こ
に
三

分
の
一
の
水
を
入
れ
、
発
射
台
に
取
り
付
け
圧

力
を
か
け
て
飛
ば
し
ま
す
。�

　
作
業
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
実
践
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ

ま
し
た
。
打
ち
上
げ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。�

　
『
段
取
り
八
分
』
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
仕
事
な

ど
は
段
取
り
で
全
て
が
決
ま
っ
て
し
ま

う･･･

つ
ま
り
準
備
が
ほ
と
ん
ど
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
仕
事
だ
け
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
他
に
も
通
じ

る
こ
と
で
す
が
。�

　
先
日
台
風
六
号
が
日
本
列
島
で
猛
威

を
振
る
い
ま
し
た
。
土
砂
崩
れ
や
洪
水

な
ど
の
被
害
の
様
子
が
テ
レ
ビ
で
映
さ

れ
る
中
、
一
分
一
秒
を
争
う
救
助
活
動

に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

川
の
濁
流
の
中
で
必
死
に
流
さ
れ
ま
い

と
木
の
枝
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
男
女
二

人
を
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
空
か
ら
必
死

に
救
出
し
た
の
で
す
。
そ
の
瞬
間
は
心

か
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
、
隊
員
た
ち
の

勇
気
に
拍
手
を
送
り
た
い
気
持
ち
で
し

た
。
そ
れ
も
日
ご
ろ
か
ら
の
厳
し
い
訓

練
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
こ
こ
ぞ
」
と

い
う
時
に
、
実
力
が
発
揮
で
き
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。�

　
私
事
で
す
が
、
防
災
無
線
の
録
音
を

次
の
日
に
後
回
し
に
し
て
失
敗
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
風
邪
を
引
い
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
声
は
ガ
ラ
ガ
ラ
で
、
裏

声
を
出
し
て
の
録
音
と
な
り
ま
し
た
。

か
ろ
う
じ
て
元
の
声
が
出
ま
し
た
が
。

ま
さ
か
の
事
態
を
想
定
し
、
準
備
す
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
ね
。
　
（
且
）�

編
集
室�

親
子
で
ロ
ケ
ッ
ト
づ
く
り
に
挑
戦�

���

　
五
月
十
八
日
に
千
代
田
中
学
校
体
育
館
ほ
か

二
か
所
を
会
場
に
行
わ
れ
た
第
五
十
二
回
千
代

田
杯
争
奪
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、
柿
岡

中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
県
内
参
加
中
学
校

三
十
五
チ
ー
ム
の
中
で
優
勝
す
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
今
回
の
優
勝
で
同
大
会�

���

で
は
四
連
覇
と
な
り
ま
す
。�

キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
松
崎
恵
莉
さ
ん
は
「
優
勝
し

て
と
て
も
う
れ
し
い
。
全
国
大
会
出
場
と
い
う

大
き
な
夢
に
向
っ
て
こ
れ
か
ら
も
前
進
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。�

千
代
田
杯
で
柿
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
優
勝�



時代が変わった！意識が変わった！�
男と女～これからの生き方�
講師　ロミ・山田　先生（歌手）�

〈講師プロフィール〉�

　国立音楽大学声楽科卒業後、米ボストン・ニューイングランド音楽院へ留学。なかにし礼

氏作詞・作曲「知りすぎたのね」が大ヒットする。その後も数々の舞台、映画に出演。�

　“50歳から毎日イキイキ美しく”“人種差別（人権問題）を考える”“私とふたりの母親”

“私の子育て失敗記”など幅広いテーマを持つ。また、国内外の多くの有名人とのエピソード

は興味深い。ユーモアあふれる語り口で、各地で好評を博している。�

�　○ブロードウェイドラマ「スージーウォンの世界」・ブロードウェイミュージカル「フ

ラ　　ワードラムソング」の主役で全米公演�

�　○アテネ国際音楽祭に入賞�

講演会では、すばらしい歌も披露してくださいます。�
�多くのみなさまの参加をお待ちしております。�

■日　　　時　　平成14年８月21日（水）午後１時から�

■場　　　所　　八郷町中央公民館大講堂�

　　　　　　　　入場無料�

■プログラム　　午後１時　　　　　受付�

　　　　　　　　午後１時20分　　  開会�

　　　　　　　　午後１時30分　　  講演�

　　　　　　　　午後３時　　　　　閉会�

■主　　　催　　八郷町教育総合推進会議�

　　　　　　　　八郷町同和教育推進特別委員会�

　　　　　　　　八郷町教育研究会�

�

●問い合わせ先　八郷町教育委員会学校教育課　内線１２６１�

●発行／八郷町役場  ●編集／秘書広聴課・茨城県新治郡八郷町柿岡5680-1　☎0299（43）1111（内線1343）FAX（43）6732�
八郷町のホームページ　http : //www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/  E-mail : yasato@po. net-ibaraki.ne.jp�
　　　　　　　　　　 i-mode版http://www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/i/  J-SKY版http://www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/j/�
�
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